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公民館だより 

6 月 7 日（火）第 3 回女性学級きらりでは、

つかさ花店さんより来ていただき、会員１４名の

参加で「フラワーアレンジメント」が行われまし

た。初めに、３本のタンチョウアリウムをどこに

挿すかがセンスの見せ所！！ひまわりやバラを

低い位置にまとめ、背の高いタンチョウアリウム

と対照的に仕上げていきます。一人ひとり個性的

でとても素敵な作品が出来上がりました。 

 

 

6 月 15 日（水）、16（木）、17 日（金）にかけて、こちらも３年ぶりに、中川福祉村事業である「や
すらぎ宅配笹巻き事業」が行われました。民生児童委員の方々の笹取りから始まり、中川地区食生活改善
推進協議会会員の協力により笹巻きがとてもきれいに美味しく出来上がり、中川小学校４～６年生の心の
こもった手紙と共に、民生児童委員の方々の手によって配達されました。配達後、３年ぶりの笹巻と手紙
を皆さん楽しみにしていたようで、笑顔で喜んでいたよ！との報告を頂き、全世代がともに生き、喜びを
共感できるこの福祉の心は絶える事なく受け継がれていかなければならないと改めて感じました。ご協力
くださいました多くの皆様、お忙しい中、連日の作業本当にお疲れ様でした。心より感謝申し上げます。 

 

 

  

 

 

 6 月 4 日（土）中川福祉村三大事業の一つ「蔵王山頂清掃とつつじ祭り」が、３年ぶりに開催されまし
た。今年は人数を減らし、各地区会長、福祉村役員、公民館職員、福祉村の施設（こまくさの里）の皆さん
により、計７台の車で総勢４６人の皆様から参加をいただきました。山頂は風もありとても寒かったのです
が、約 1 時間一生懸命清掃活動に取り組んでくださいました。目立ったゴミは見られませんでしたが、ガ
ラス片が多く姿を出しているように感じられました。清掃後、坊平のつつじ公園に立ち寄り、まだ咲き始め
でしたが、鮮やかなつつじを観賞してきました。来年は、さらに多くの方に参加していただき、清掃活動が
できればと思っております。ご参加いただきました皆様、お休みのところありがとうございました。心より
感謝申し上げます。 

  

 



 

 ６月１２日（日）公民館主事部主催の「さわやかコンサート」が「山形警察音楽隊」の演奏で総勢 106 名の

参加を得て開催されました。 

初めに、山田館長、次に主事部稲毛進部長より挨拶があり、隊員に曲名等紹介していただきながらコンサ

ートが始まりました。１曲目は、東京ディズニーランドのテーマ曲「ジッパー・ディー・ドゥー・ダー」。爽

快な音楽に合わせて、カラーガード隊の笑顔あふれる演技に目を奪われました。子供たちの心をつかんだの

は、YOASOBI「群衆」や星野源「ドラえもん」など。また、昭和５０年代の懐かしい曲や、音楽に合わせ

てキレキレのダンス、愛燦燦の歌も披露して下さるなど会場を沸かせました。曲間の休憩時には、上山警察

署の方から、防犯・交通安全についての講話があり、特殊詐欺等の対策、運転時の心構えなど教えて頂きま

した。「楽しかった～♫」の声をたくさん頂き、交通安全に気をつけながらの帰宅となったのではないでしょ

うか？「山形警察音楽隊」の皆さん、素敵な時間をありがとうございました！ 

 

 
 
 

 6 月 24 日（金）に第２回粋いき倶楽部「軽スポーツ大会（モルック体験・輪投

げ大会）」が会員 11 名の参加で行われました。 

前半は、「モルック体験」です。最初は狙ったピンになかなか当たらなかったので

すが、さすが粋いきの会員さんです。どんどん当たるようになりました。楽しかっ

た～♫の声も頂き、次回開催への期待が高まります。 

後半は、恒例「輪投げ大会」です。列をそろえると３０点！意外と最初の方が高

得点で、だんだん肩に力が入りすぎてしまうのか、狙おうとするとなかなか入らな

くなり悪戦苦闘でしたが、笑いありの楽しい時間となりました。 

気軽にできて運動不足解消にもなるような軽スポーツを、また取り入れていきま

すので、多くの会員さんの参加をお待ちしております。 

 ６月 7日（火）「中川地区公民館 1 階調理室より調理中の天ぷら鍋に引火し

延焼」という想定で、今年も毎日調理で火を使う機会の多い「女性学級きらり」

の皆さんに協力していただき、第 1 回自衛消防訓練が行われました。１１９番

通報をする人、館内を回って大声で火事振れをする人、来館者を誘導する人と

役割を決め、本番さながらの訓練です。「いざ」という時にできる限り慌てずに

消火器を使えるように、１年に一度でも訓練しておく事が大切ですね。 

 

 

 

 

 

 6 月 13 日（月）に中川小学校の２年生が、社会科の授業で公民館の仕

事についての調査の為来館しました。中川地区は１４地区あること、さわ

やかコンサートなどの開催、グラウンドゴルフなどの会員さんを募集した

り、市役所の代わりにお金を集める仕事などをしていることをお話ししま

した。メモを取りながら「大変だね～」という声も聞こえてきました。皆

さん子供たちが元気いっぱいでいてくれることが、地区民の方々の元気に

つながることを伝えたところ笑顔で帰っていきました。また来てね！！ 

 



 

 
 

8/1月)   市報・館報・福祉村だより 
福祉村運動会代表者会議 

8/3(水)   三者会、中川地区会長会  
公民館運営協議会 
活動交付金交付式 

         白石上山線薄沢永野間促進協議会 
8/4(木)   市長と語る車座ミーティング 
8/5(金)   第5回パソコンクラブ 

防犯協会中川支部幹事会 
8/9(火)    第4回粋いき倶楽部・ 

  
8/16(火)  
8/17(水)   生居永野開拓線同盟会総会 
8/21(日)  中川地区ソフトボール大会 
8/22(月)   第5回そば打ち教室 
8/23(火)   第5回女性学級きらり 

 中川シニアクラブ一泊研修会 
8/30(火)  第5回ウォーキング  
 

詩吟教室（火曜日） 8/2、9、16 

ピンポン愛好会（木曜日）8/4、18 

スポーツ麻雀愛好会 8/6、27（土曜日） 

          8/18（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

8/1、8、22、29 

 

  

7/1(金)  市報・館報 
  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会, 
路線バス対策協議会 

7/8(金)    第4回パソコンクラブ 
        活動交付金審査委員会 

7/11(月)  第2回体育部会 
7/12(火)    

 会長会研修旅行 
7/19(火)  第4回女性学級きらり 
7/22(金)   
7/26(火)   第4回そば打ち教室 
7/29(金)  わんぱく広場 
7/31(日)  中川地区夏の安全パレード 
       

詩吟教室（火曜日） 7/5、12、19 

ピンポン愛好会（木曜日）7/7、14、21、28 

スポーツ麻雀愛好会 7/2、30（土曜日） 

          7/14（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

7/4、11、19(火)、25 
 

 

行事予定 

 

行事予定 

 

 6月２0日（月）の朝６時より、館

長、事務長、会長会有志7名の参加に

よりクアの道の整備が行われ、主にコ

ースやクアパークの草刈と支障木の

伐採をしていただきました。草が生い

茂っていて歩きにくかったコースが

大変歩きやすくなりました。作業して

いただいた皆さん、本当にありがとう

ございました。 

 

中川地区「クアの道高野」整備 

 

 

◎市民生活課…元クリーンセンター等解体撤去工事に

ついて、工事業者が決定したことと、安全な解体作業

をしていく旨、説明がありました。 

◎農林夢づくり課…上山市の鳥獣害防止対策につい

て、現状報告、様々な支援等の説明があり、質疑応答

が行われました。 

 

6 月 1 日(水)中川地区会長会の際に、市の担当課に

よる説明会が行われました。内容は以下の通りです。 

 

 

【お詫びと訂正】 
6月７日付の第４７５号館報において、「議会報告会」の内容を載せました

が、誤って「議員報告会」と記載しておりました。訂正して深くお詫び申し上

げます。   （誤）議員報告会   （正）議会報告会 

 

 

 

 

 

中 止 の お 知 ら せ 
 
 

 

 

 
サンドブラスト工房遥空～SORA～ 

ガラス彫刻教室 
日 時 令和4年7月29日（金）集合13:30   

場 所 中川農業者等トレーニングセンター 

参加料 1,000～1,500円 

詳しくは小学校配布または地区回覧チラシをご覧ください！ 

 

 

 

 
 
日 時 令和4年8月25日(木)～26日(金) 
行 先 男鹿温泉、寒風山、伝承館・なまはげ館 
   水族館GＡО、庄内空港(見学) など 

詳しくは地区回覧チラシをご覧ください！ 
 

 

 

 6月10日（金）、南部地区公民館担

当で合同研修会が行われ、「高楯城跡

地を辿る」のテーマで、荒木雄之上山

市文化財専門員の説明を聞きながら、

虚空蔵山周辺地域をウォーキングし

てきました。心配された雷雨もなく、

他の公民館職員の方々とウォーキン

グしながら情報交換をし、有意義な時

間を過ごす事ができました。 

 

蓬仙園夏まつり 
長寿園まつり 

 
 



 
 

 
 

   

 

〈
部
隊
の
編
成
、
入
営
〉 

 
 

部
隊
編
成
も
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。
当
時
、
仙
台
に

第
二
師
団
が
所
在
し
、
師
団
管
下
の
歩
兵
第
十
七
連
隊

に
山
形
県
出
身
者
が
最
も
多
く
入
隊
し
て
い
た
た
め
、

新
設
さ
れ
る
第
三
十
二
連
隊
の
本
部
は
、
こ
の
連
隊
の

中
に
置
か
れ
、
歩
兵
中
佐
・
岩
本
真
英
が
連
隊
長
に
選

ば
れ
た
。 

 
 

ま
た
将
校
は
第
二
師
団
の
歩
兵
部
隊
か
ら
、
一
般
歩

兵
は
十
七
連
隊
を
は
じ
め
各
連
隊
か
ら
山
形
県
出
身

者
の
兵
を
集
め
、
明
治
二
十
九
年
十
二
月
一
日
に
は
約

四
千
人
か
ら
な
る
第
一
大
隊
の
編
成
を
終
え
た
。 

こ
の
大
隊
は
、
青
葉
城
の
第
十
七
連
隊
で
八
ヶ
月
余

り
猛
訓
練
を
受
け
た
の
ち
、
明
治
三
十
年
八
月
二
十
日

関
山
峠
を
行
軍
し
て
二
十
三
日
山
形
市
に
入
っ
た
。
八

月
二
十
七
日
に
は
入
営
式
を
行
っ
た
。 

さ
ら
に
、
明
治
三
十
年
十
二
月
一
日
徴
兵
検
査
を
通

っ
た
県
内
の
壮
丁
が
新
兵
と
し
て
入
営
し
、
第
二
大
隊

を
編
成
、
翌
三
十
一
年
十
二
月
一
日
に
は
、
第
三
大
隊

も
編
成
さ
れ
、
こ
こ
に
歩
兵
連
隊
と
し
て
の
編
成
を
完

了
し
た
。 

前
号
で
昭
和
初
期
の
産
業
構
造
等
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ

と
を
予
告
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
当
地
で
従
軍
し
た
方
々
が

最
も
多
く
、
ま
た
多
く
の
戦
没
者
を
出
し
た
歩
兵
三
十
二
連

隊
（
通
称
霞
城
連
隊
）
の
記
事
を
目
に
し
た
の
で
、
同
連
隊
の

こ
と
を
追
加
し
て
記
述
し
た
い
。
以
下
は
、
山
形
市
史
（
下
巻
）

の
記
事
を
基
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
六
十
五
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の  

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 

〈
派
遣
先
〉 

 
 

第
三
十
二
連
隊
は
、
日
露
戦
争
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
、

大
正
七
年
に
は
朝
鮮
戦
争
に
、
同
十
一
年
に
は
サ
ガ
レ
ン
（
樺

太/

サ
ハ
リ
ン
）
警
備
に
派
遣
さ
れ
た
。 

 
 

満
州
事
変
で
も
出
征
し
、
昭
和
七
年
の
熱
河
作
戦
の
古
北

口
、
そ
の
他
の
激
戦
を
経
験
し
、
次
い
で
ソ
満
国
境
に
駐
屯
し

た
。
ま
た
昭
和
十
四
年
の
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」
に
も
参
加
し

た
。 

 
 

そ
の
後
間
も
な
く
八
師
団
か
ら
新
設
の
第
二
十
四
師
団
に

所
属
が
変
わ
り
、
満
州
国
内
に
駐
屯
を
続
け
た
が
、
太
平
洋
戦

争
の
戦
局
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
十
九
年
そ
の
主
力
は
沖
縄
島

に
移
動
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
戦
争
末
期
の
作
戦
で
は
、
沖

縄
本
島
南
部
の
糸
満
地
区
で
洞
窟
陣
地
に
拠
っ
て
最
後
ま
で

力
戦
を
続
け
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日
連
隊

長
・
北
郷
格
郎
大
佐
は
、
す
で
に
終
戦
の
大
命
が
出
た
こ
と
を

知
っ
て
、
総
ば
か
り
を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
い
た
連
隊
旗
を

焼
却
し
、
こ
こ
に
四
十
八
年
に
わ
た
る
軍
の
歴
史
の
幕
を
閉

じ
た
。（
山
形
市
史
下
巻
） 

 
 （

次
回
は
、
改
元
時
の
産
業
、
経
済
状
況
な
ど
を
記
述
す
る
予 

定
で
す
。） 

     
 

歩
兵
第
三
十
二
連
隊
は
、
第
八
師
団
第
十
六
旅
団
の
隷
下

に
置
か
れ
、
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
連
隊
旗
が
授
与

さ
れ
た
。（
写
真
は
、「
山
形
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
百
年
史
」
よ
り
、

「
写
真
提
供/

山
形
新
聞
社
」） 

 

○
旧
山
形
城
の
状
況 

 
 

旧
山
形
城
は
、
本
丸
、
二
の
丸
の
地
内
で
東
西
二
四

〇
間
、
南
北
三
〇
〇
間
、
総
面
積
約
八
万
二
千
坪
に
及

ぶ
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

江
戸
時
代
中
期
に
は
、
す
で
に
城
郭
は
荒
廃
し
、
明

和
四
年
（
一
七
六
七
年
）
山
形
藩
主
と
し
て
入
部
し
た

秋
元
涼
胡
は
城
内
に
居
住
せ
ず
、
二
の
丸
大
手
門
前
に

仮
藩
庁
を
設
て
、
新
御
殿
と
称
し
て
そ
こ
に
居
住
し
、

爾
来
歴
代
の
領
主
も
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
。 

 
 

明
治
初
年
の
廃
藩
の
頃
は
、
城
地
は
全
く
荒
廃
の
ま

ま
に
放
置
さ
れ
狐
狸
の
す
み
か
と
な
り
、
わ
ず
か
に
そ

の
一
部
を
士
族
が
内
職
と
し
て
耕
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
。 

 
 

そ
の
後
、
同
地
は
県
有
地
と
な
り
、
そ
の
後
士
族
に

払
い
下
げ
と
な
り
、
そ
の
後
市
内
の
有
力
商
人
に
払
い

下
げ
、
明
治
二
十
九
年
当
時
は
、
八
十
数
人
の
商
人
地

主
が
分
割
所
有
し
て
い
た
。 

 
 

敷
地
の
整
備
の
あ
と
兵
舎
の
建
設
が
直
ち
に
始
め

ら
れ
、
明
治
三
十
年
八
月
上
旬
に
竣
工
を
み
た
。 
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〈
三
十
二
連
隊
設
置
の
経
緯
〉 

 

○
明
治
政
府
が
軍
備
拡
張
方
針
を
打
ち
出
す 

 
 

明
治
政
府
は
、
日
清
戦
争
中
か
ら
将
来
軍
備
を
拡
充
す

る
こ
と
を
計
画
し
、
そ
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
が
、
戦
後

次
第
に
具
体
化
さ
れ
、
陸
軍
で
は
、
六
個
あ
っ
た
常
備
師

団
を
一
挙
に
倍
増
し
て
十
二
個
師
団
と
し
、
明
治
二
十
九

年
三
月
十
四
日
、
こ
の
た
め
の
陸
軍
管
区
表
改
正
を
公
布

し
た
。 

 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
山
形
県
は
新
た
に
設
置
せ
ら
れ
る
べ

き
第
八
師
団
（
司
令
部
は
青
森
県
弘
前
）
の
管
下
に
入
れ

ら
れ
、
一
つ
の
連
隊
区
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
県
内

に
歩
兵
連
隊
が
新
設
さ
れ
る
可
能
性
は
強
い
と
考
え
ら
れ

た
。 

 
 

こ
の
た
め
山
形
市
長
と
市
会
議
長
は
、
情
報
収
集
に
努

め
「
地
元
で
三
万
坪
乃
至
五
万
坪
の
敷
地
を
政
府
に
寄
付

す
る
こ
と
が
一
つ
の
要
件
で
あ
る
こ
と
」
を
確
か
め
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
、
当
時
大
部
分
が
空
閑
地
に
近
い
状
態

で
放
置
さ
れ
て
い
た
旧
山
形
城
内
の
本
丸
、
二
の
丸
の
地

域
を
活
用
し
て
連
隊
を
誘
致
す
る
こ
と
を
考
え
、
四
月
二

十
九
日
市
会
に
旧
城
地
の
買
収
寄
付
案
を
提
出
し
た
。 

市
内
の
風
紀
が
悪
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
反
対
論
も
強

く
存
在
し
た
が
、
市
内
の
商
業
が
繁
栄
を
来
す
幾
多
の
利

点
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。 

 
 

五
月
五
日
、
米
沢
市
も
連
隊
誘
致
論
が
起
こ
っ
た
が
、

陸
軍
省
は
、
両
市
の
競
合
に
対
し
、
係
官
を
派
遣
し
現
地

調
査
を
行
わ
せ
、
六
月
四
日
「
歩
兵
第
三
十
二
連
隊
は
山

形
市
又
は
そ
の
付
近
に
設
置
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
を
選
定
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
通
告
し
た
。 

 
 

山
形
市
は
、
こ
の
通
告
を
受
け
、
土
地
所
有
者
に
買
収

交
渉
と
買
収
に
要
す
る
経
費
三
万
二
千
円
の
寄
付
募
金
運

動
を
開
始
し
た
。 

 
 

 


